
■活動のビジョン

■自身が関わった活動・作品・現場の概要

■自身が考える都市デザイン、まちづくり等の課題と解決策等

1　阿武隈川支川荒川緩傾斜堤防計画、設計
　　1995年 (建設省)

2　阿武隈川渡利水辺の楽校計画、設計
　　1996年 (建設省)
　　2004年 土木学会デザイン賞　優秀賞

3　磐井川緩傾斜堤防計画、設計
　　2002年 (国土交通省)

4　アルミニウム合金製橋梁用車両防護柵設計
　　2004年（日本アルミニウム協会）
　　2010年 土木学会デザイン賞　奨励賞

　私は、日常人々が使用する空間の快適性とそれ
らが作り出す風景の美しさを重視した計画設計活
動を主としてきた。それらの成果が洪水時対応の
施設設計を求められる河川空間の設計である。一
方、国土の風景認識は道路を移動する際に多くな
されることから、道路施設、とりわけ連続的に設
置される防護柵の標準品の質的改良に携わってき
た。防護柵はら小さな施設であるものの、大量に
設置されるが故に、風景に大きな影響を与えるも
のである。特定の場所もさることながら、標準品
の質的向上を図っていくことが私にとっての重要
な活動テーマである。

　少子高齢化に伴う人口減少の時代を迎える。人
口が8000万人ならば昭和20年当時、5000万人
ならば大正時代の人口規模となる。これらの時代
は現代と比べて確かに貧しかったものの、都市は
活気に溢れ、美しい風景も多く残されていた。美
しく活気に満ちた都市や農村をどのように再構築
できるかが、今日的課題と認識している。その一
方で、やむを得ず集落維持が困難となる地域にお
いては、先人たちの足跡を記録に留める活動が必
須である。
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奥州街道・羽州街道追分
　　　　　　　　　　（福島県桑折町）

　奥州街道・羽州街道追分は、民家が建
つ普通の交差点であった。地元有志が勉
強会を重ね、その姿を明らかにした。こ
れを受けて県と町が協力して追分の復元
工事に着手し、民家の立ち退きも含めた
整備を実施した。地域の方々と熱意と行
政の協力が、古の街道の姿を現代に蘇ら
せた。この場所を推す理由は、まちづく
りの原点を感じさせるからである。
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